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作文「２年生になって」③ 

 
 

 「先輩、二年生としての自覚～二年生になって～」 

Ｄ組   

 私はいまだに二年生に進級したという実感がもてているか自分でも分かりません。ただ、一

年生の入学式で彼らの先頭をプラカードを持って歩いた時、「自分はもう先輩で、一年生の後輩

ができた」と強く感じました。これから先輩として部活の良い所をアピールしたり、色々なこ

とを教えたりする立場になります。もう先輩方から教えてもらえたり、少し間違えても最初だ

から大丈夫という考えは甘えになってしまうので、早く二年生としての自覚をもべきだなとこ

の文章を書いていて改めて感じました。 

 さて、私達二年生は後輩が仲間に加わることだけではなく、勉強の難易度やクラス替えなど

の変化もありました。その中で私が一番変わったと思うのは教室の雰囲気です。クラス替えが

行われた初日はこんなものかと思っていましたが、今、この４月１１日の時点で前の一年生の

頃のクラスとはまた別の雰囲気、ペース感というものがあると感じました。 

 人も教室も変わったので当然といえば当然ですが、その２年Ｄ組で学級委員長をやることに

なったことで、前のクラスとは別の接し方をすることになるなと思いました。ですが最初だか

らという考えは二年生らしくないと強く思っているので、雰囲気やメンバーが違っても前年の

経験を生かせるところは最大限生かしつつ、新しいやり方も模索しながら生活していきたいで

す。 

 最後に、この文章を書いていて何だか２年生としての自覚というか先輩としての自覚がだん

だん芽生えてきた気がしたのでこの気持ちを忘れずに約一年間、教室、学校の仲間とともに過

ごしていきたいと思います。 

 

 

 

＜議案書討議の様子＞学級委員の司会で、各種委員会の取り組みについて確認しました。委員会でも一年生を引っ

張っていけるよう頑張って活動しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「二年生になって」 

Ｄ組   

桜が咲き四月。僕たち一年生は二年生になった。教室も変わり、クラスメイトも入れ替わっ

て最初は少し緊張したけれど、一週間が経ち、だんだん新しいクラスにも慣れてきた。一年前、

入学したときは、不安と緊張で胸がいっぱいだった。でも、この一年間でたくさんの経験をし

て、自分でも少し成長できた気がする。 

二年生になると、後輩もできる。まだ自分でも完璧な先輩とは言えないけど、一年生の頃、

先輩が優しく話しかけてくれたり、困っているときに助けてくれたことを思い出す。今度は自

分がそういう先輩になりたい。たとえ小さなことでも後輩の力になれるように心がけていきた

い。 

勉強や部活も二年生になるともっと難しくなると親、先生から言われた。簡単なことばかり

ではなくて英検など大変なことも挑戦してみたい。失敗しても、それを乗り越えることで本当

に強くなれる気がする。 

これから一年間、色々なことにチャレンジして自分の世界を広げていきたい。毎日を大切に

して、二年生としての自分に自信がもるように頑張ります。 

 

 

 

 

＜学活の様子＞一学期の目標を短冊に書いたり、作文を書いたりそれぞれのクラスで一生懸命取り組んでいました。 

保護者の皆様へ 

本日、中間考査の試験範囲表を配布しましたので、次のページに掲載いたします。 

中間考査は３０分実施・５０点満点で、今回のみ３日前から部活動活動停止期間です。計画表に自分で計画を立てて 

実施するよう指導していますのでよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


